
　

瀬
戸
内
市
は
気
候
が
温
暖
で
、

風
光
明
媚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都

市
部
か
ら
の
移
住
希
望
者
が
大
変

多
く
、
特
に
古
民
家
や
家
庭
菜
園

付
き
、
海
が
近
い
物
件
な
ど
の
人

気
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
う
し
た
要
望
に
応
え
、
定
住

人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
で

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
一
時
的
ま
た
は
将
来
的

に
も
使
わ
な
い
「
空
き
家
」
が
あ

り
、
貸
し
た
り
売
っ
た
り
し
て
も

よ
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

　

登
録
す
る
と
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
移
住
希
望
者
に
情

報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

【
空
き
家
を
提
供
し
た
い
人
】

　

市
内
に
現
在
空
き
家
を
持
っ
て

い
て
、
貸
し
た
い
、
売
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
は
「
空
き
家
登
録

申
込
書
」
を
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ

れ
た
情
報
は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
登
録
す
る
と
と
も
に
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

空き家バンク制度を
ご存じですか

【
空
き
家
に
住
み
た
い
人
へ
】

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、

希
望
す
る
条
件
に
合
う
空
き
家
情

報
が
あ
っ
た
場
合
、「
空
き
家
情

報
利
用
登
録
者
申
請
書
」
お
よ
び

「
空
き
家
利
用
誓
約
書
」
を
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
市
か
ら
空
き
家

所
有
者
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
移

住
希
望
者
と
空
き
家
所
有
者
の
当

事
者
間
で
交
渉
や
契
約
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
市
が
売
買
・
賃
貸
の
仲
介
を
行

　

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

理
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
本
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
岡
山
県
と
の
協
定
の
締

結
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

「
協
力
申
出
書
」（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
を
岡
山
県
障
害
福

祉
課
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

岡
山
県
障
害
福
祉
課

　

〒
７
０
０-

８
５
７
０

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
２-

４-

６

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
４
３

　

HP http://www.pref.okayam
a.

　

jp/soshiki/detail.htm
l?lif_

　

id=79439

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

　

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
人
々
が
お
互
い
に
人
権
を

守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

人
権
週
間

　

毎
年
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
、
12
月
４
日
か
ら
人
権

デ
ー
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
と
高

揚
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
左
記
の
16
項
目
の

強
調
事
項
を
定
め
て
、
全
国
的
に

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

人
権
相
談

　

生
活
の
中
で
人
権
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
悩
ん
だ

り
し
た
場
合
は
、
次
の
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
先

①
常
設
人
権
相
談
所
（
岡
山
地
方

　

法
務
局
備
前
支
局
）

　

月
〜
金
曜
日
（
休
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

☎
０
８
６
９-

６
４-

２
７
７
０

②
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　
　

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）　 

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

③
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年  

　

始
を
除
く
） 　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

〇女性の人権を守ろう

〇子どもの人権を守ろう

〇高齢者を大切にする心を育てよう

〇障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

〇部落差別をなくそう

〇アイヌの人々に対する理解を深めよう

〇外国人の人権を尊重しよう

〇 HIV 感染者やハンセン病患者等に対する

　偏見をなくそう

〇刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

〇犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

〇インターネットを悪用した人権侵害は止めよう

〇ホームレスに対する偏見をなくそう

〇性的指向を理由とする差別をなくそう

〇性同一性障害を理由とする差別をなくそう

〇人身取引をなくそう

〇北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認

　識を深めよう

※ 12 月 10 日（金）から 16 日（木）は北朝

　鮮人権侵害問題啓発週間です。拉致問題を

　はじめとする北朝鮮当局による人権侵害問

　題への対処が国際社会を挙げて取り組むべ

　き課題とされる中、わたしたちも関心と認

　識を深めていくことが大切です。

人
権
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
人
権
相
談
・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

ほ
っ
と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま

　　

岡
山
県
で
は
、
車
い
す
マ
ー
ク

の
身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
を
真

に
必
要
と
す
る
人
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
12
月
１
日
か
ら
「
ほ
っ

と
パ
ー
キ
ン
グ
お
か
や
ま
」
駐
車

場
利
用
証
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
歩
行
が
困
難
な

人
に
県
が
専
用
の
利
用
証
を
交
付

す
る
一
方
で
、
県
と
協
定
を
結
ん

だ
公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
利

用
証
を
交
付
さ
れ
た
人
が
そ
の
ス

ペ
ー
ス
を
優
先
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

駐
車
場
利
用
証
に
つ
い
て
は
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
の
受
け
付

け
は
、
12
月
１
日
（
水
）
か
ら
県

や
市
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

次
に
該
当
す
る
歩
行

　

が
困
難
な
人

　

・
障
害
の
あ
る
人

　

・
高
齢
者

　

・
難
病
患
者

　

・
妊
産
婦
お
よ
び
け
が
人

駐
車
場
管
理
者
の
皆
さ
ん
へ

　

身
体
障
害
者
等
用
駐
車
場
を
管

第 62回人権週間強調事項

き
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

 

ご
協
力
く
だ
さ
い　

 

工
業
統
計
調
査

　

経
済
産
業
省
で
は
、
12
月
31
日

現
在
に
お
け
る
わ
が
国
の
工
業
の

実
態
を
調
査
す
る
平
成
22
年
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

産
業
政
策
、
中
小
企
業
政
策
な

ど
、
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
白

書
、
中
小
企
業
白
書
な
ど
へ
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
の
製
造
事
業
所
へ
12
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
調
査
員
が

訪
問
し
、
従
業
者
が
４
人
以
上
の

事
業
所
に
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
調
査
票
へ
の
記
入
内
容
は
、

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

空き家バンクにおける情報提供の流れ

このマークが目印

 

瀬
戸
内
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

 

ふ
る
さ
と
納
税

　

市
で
は
、
瀬
戸
内
市
を
愛
し
、

応
援
し
よ
う
と
す
る
個
人
や
団
体

か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
（
応
援
寄
附

金
）
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
附
者
の
瀬
戸
内
市
に
対
す
る

思
い
を
実
現
し
、
多
様
な
人
々
の

参
加
に
よ
る
個
性
豊
か
な
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
寄

附
金
は
、
寄
附
者
が
希
望
す
る
事

業
に
活
用
し
ま
す
。

　

寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら

の
領
収
書
を
確
定
申
告
の
際
に
提

出
す
る
こ
と
で
、
そ
の
年
の
所
得

税
と
翌
年
の
住
民
税
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
（
た
だ
し
、
寄
附
金
控
除

の
対
象
と
な
る
の
は
５
、０
０
０

円
を
超
え
る
部
分
の
み
） 

。

　

寄
附
を
希
望
す
る
人
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
か
ら
寄
附
申
込
書

を
取
り
寄
せ
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、

郵
送
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
知
り
合
い
な

ど
で
寄
附
を
通
じ
て
瀬
戸
内
市
を

応
援
し
た
い
人
が
い
た
ら
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
は
が




